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世界的な混乱にも屈せず、
大胆な変革を遂げた 
物流企業
LCL輸送サービスで世界最大級を誇るECU Worldwideは、新型コロナウイルス
のパンデミックの中イノベーションを決断し、マッキンゼーとの協働により 
テクノロジー対応と組織構造の変革を実施した。

ニーレシュ・ムンドラ著



ここ数年の間、貨物輸送業界では需給がひっ迫し、世
界中のサプライチェーンがパンク寸前の状態に陥って
いる。ECU Worldwideは世界最大級のLCL 輸送会社
として30年の経験を誇り、世界180カ国・4万港をつ
なぐ約2,400もの貿易ルートでサービスを展開する。

新型コロナウイルスのパンデミック直前の2019年12月、
ECU Worldwideのリーダーシップは、マッキンゼーと
の協働により「Voyager」と呼ばれる18カ月の野心的
な変革プログラムに着手した。

ECU Worldwide はこのプログラムを通じて組織を抜
本的に見直し、グローバルに活躍する従業員や顧客
のエクスペリエンスを改善すべく、リーダーシップの
意思統一や新たなテクノロジーの導入を行った。

その結果、2018年から2021年にかけて会社全体の収
益は2倍に増加し、20カ国で約20～40% の売上成長
を達成した。業界でも未曾有の混乱期に、同社はこ
れらすべてを達成したのである( 図表1)。

課題
ECU Worldwide はインド、米国、ヨーロッパなど世
界各地の300以上の拠点で、4,500名のチームを運営
する。これらの拠点により、新市場への進出が加速的
に進んだが、それは同時に、オペレーションの一体
性に新たな課題をもたらすこととなった。

各拠点は、グローバル事業の一部として相互に連携
するのではなく、各々に独立した部門として運営され
ていた。また、営業チームは伝統的に顧客パイプラ
インの構築よりフルフィルメントやイシュー解決に重
点を置いており、ヨーロッパや米国などの成熟市場で
はリソースの稼働率も最適化されていなかった。例え
ば、一部の拠点はキャパシティを超えて稼働する一方、
十分に活用されていない拠点もあった。

ECU Worldwide の創業者兼会長のシャシ・キラン・
シェティ氏は、自社には新たな成長戦略が必要である
との認識に至った。「シェアに関して言えば、もっと伸
ばせると思っていました。弊社が物流業界のグローバ
ルリーダーとなるには、将来を見据えたデジタル戦略
が必要だったのです。」
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ソリューション
世界の物流業界にパンデミックによる深刻な影響が見
え始めた頃、ECU Worldwide はマッキンゼーとの協
働のもと、レジリエンスの高い長期的な成長戦略に的
を絞り、オペレーション上の連携を強化し、競争力に
つながるデジタルソリューションの構築に着手した。

「ECU Worldwideは、将来に備えてグローバルの従業
員や業務を最適に統合するための戦略を必要として
いました。」とマッキンゼーのアソシエイトパートナー
であるチャンダン・カンサルは振り返る。「そこで我々
は、そのためにはどういった組織改革やデジタルソ
リューションが必要かを検討するお手伝いをさせてい
ただきました。」

マッキンゼーのパートナーであるニーレシュ・ムンド
ラは、インドの物流関連プロジェクトを統括するほか、
アジアにおける製造・サプライチェーン関連プロジェ
クトの協働リーダーも務める。「世界中のオフィスから
50名以上のコンサルタントのほか、マッキンゼー・デ
ジタル、インプリメンテーション、人材・組織パフォー
マンスなどのケイパビリティのエキスパートが参加し、
この変革プロジェクトに我々のできる最善のサポート
を提供すべく尽力しました。」

マッキンゼーとECU Worldwide は集中的な診断スプ
リントを実施し、「営業効率の改善」「アナリティクス
によるオペレーションの変革」「カスタマージャーニー
の最適化」「未来志向の組織づくり」という4つの柱か
らなる変革プラン「Voyager」を策定した。

具体的な活動
ECU Worldwide はマッキンゼーの助言により、事業
の大半を占めるヨーロッパ、アジア、北米の三大市場
から15以上の地域を絞り込んだ。更に、これらの地
域の営業チームがどのように顧客と連携し、成長のマ
イルストーンを設定し、顧客分析を行い、個々の国の
課題やポテンシャルを特定しているか、詳しく調査した。

同社は次に、営業チーム間の連携強化にも取り組ん
だ。これについて、マッキンゼーは KPI、荷動き、契
約やプライシングを地域全体で追跡するコーディネー
ションセンターの構築を支援した。従来は世界の各地
で必要な意思決定を数日～数週間かけて調整してい
たが、この変革によってリアルタイムで組織全体に伝
達できるようになった。

こうして最初の18カ月が経過したところで、同社は体
系的な成長戦略を策定した。成長戦略は、主に2つ
のテーマに基づくものとなった。
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テクノロジートランスフォーメーション
ECU Worldwide の変革における重要なイネイブラー
の一つは、優先市場の状況を追跡する一元管理テク
ノロジーの構築と効率化であった。この効率化を実施
する以前は、オフィス毎に異なるフォーマットでデー
タが報告されることも多く、集計とレビューに数カ月
を要することもあった。同社はマッキンゼーとの協働
により、各市場のデータを中央管理センターに集約す
る自動管理ダッシュボードを構築した。

また、同社は顧客向けのデジタルセールスダッシュ
ボード「ECU360」を新たに改良し、データサイエン
スの活用により顧客重視のユーザー体験を実現した。
新しい商品やベンダーをプラットフォームに取り込ん
だ ECU360は、この種のものとしては最大規模となる
80カ国以上のユーザーを網羅したデジタルエコシステ
ムを構築した。

組織の抜本的な再編成
次に、ECU Worldwideはパフォーマンスマネジメント
にフォーカスし、新設したトランスフォーメーションオ
フィスを拠点に活動を開始した。「弊社は、組織の健
全性とベストプラクティスの制度化を重視しました。」
と、同社のトランスフォーメーション担当副社長サン
チタ・モハンティ氏は語る。「組織が定めた目標を達
成するために必要とされる重要な人材を特定すべく、
緻密な人材価値評価を実施したのです。」

ECU Worldwide の全社的なパフォーマンスレビュー
のフレームワークとなったのが、自動化されたダッシュ
ボードである。このダッシュボードによって地域間で
共通のKPIを設定し、組織全体の目標と結び付けるこ
とができるようになった。また、全従業員が同じデー
タを閲覧することにより、各自が縦割り組織ではなく
一つのグローバル組織の一員として共通の目標に向
かって従事していると認識できるようになった。更に、
新たに設立されたデータサイエンス＆アナリティクス
のセンター・オブ・エクセレンスを通じて、このイン
パクトを維持することができた。

「我々が非常に重視した要素は、組織の健全性	
	でした。」

 サンチタ・モハンティ、ECU Worldwide のトランスフォーメーション担当副社長

テクノロジーイネーブルメントはECU Worldwideに比類なき競争力をもたらした

	— 日常業務にAIや機械学習を導入。ECU 
Worldwideは、グローバル規模でリア
ルタイムの意思決定を可能にした。こ
れは業界初の試みとなる。

	— コンテナの利用状況や荷物の流れ、契
約業務の生産性などを管理するアルゴ
リズムを活用。これにより調達コスト、
倉庫管理、労働資源の最適化を実現
した。

	— 顧客向けのセールスダッシュボードを完
全に自動化。ECU360プラットフォーム
により、顧客のあらゆるプロセスやバッ
クエンド業務を自動化した結果、通常
は36時間かかる見積もり作成を瞬時に
処理できるようになった。
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インパクト
このテクノロジートランスフォーメーションは、ECU 
Worldwide の様々な業務領域における効率化、レジ
リエンスの向上、サプライチェーンにおける貨物輸送
の可視性や統制の改善につながった。

そのほか、ECU Worldwideでは、顧客向けのデジタ
ルセールスダッシュボード「ECU360」によってより深
く顧客インサイトを把握できるようになった結果、導
入率が25% 改善し、顧客維持率も90%を達成した。新
たなセールスアプリは、顧客対応チームの生産性向
上に貢献し、現在では予約の60% 以上が ECU360で
行われている。チームは、歩留まり管理ツールで価
値の取りこぼしや需要の急増を追跡し、営業戦略を見
直すことができるようになった。また、セールスアク
セラレーターアプリの再設計により、生産性が150%
改善した。

同社の共同マネージングディレクターであるアダー
シュ・ヘグデ氏は次のように語っている。「この変革プ
ログラム『Voyager』を通じて、我々は組織内で新し
い働き方を制度化しました。」「今日、中国、ドイツ、
インドのオフィスで誰と話しても、共通言語で意思疎
通ができると実感できるでしょう。」

パンデミックのさなか、世界中のフォワーダーが需給
のひっ迫を理由に収益を伸ばす中、ECU Worldwide
のセールスプログラムは、数年間伸び悩んでいた売
上改善に特化した点が特徴的であった。主要市場に
的を絞ったことで、 同社の変革はセールス全体の80%
を網羅し、20カ国以上で20～40% の売上成長、また
過去2年間は新たに統合した LCL 貨物輸送やトラック
輸送サービスによる売上成長も達成した。

また、業務の効率化や新しい働き方の確立を目指し
てモデルオフィスのプレイブックを策定し10カ国以上
で展開した結果、オペレーションの処理時間を30%も
短縮することができた。この戦略を的確に遂行できた
ことで、同社は航空貨物や越境 ECといった大胆な挑
戦も新たに模索し始めている。

「集中と推進は、我々の共通の目標でもありました。弊
社のように多くの企業買収を経て成長してきた組織で
は、組織全体に共通する経営手法が必要でした。」同
社の CEOであるティム・チューダー氏はこのように振
り返る。 「変革を通じてマッキンゼーのサポートを受
けたことにより、真のパートナーシップを構築できま
した。マッキンゼーの支援のもとに、組織の改善に
必要な方法を厳格に実行できたのです。」

「	変革を通じてマッキンゼーのサポートを受けた	
	ことにより、真のパートナーシップを構築でき	
	ました。マッキンゼーのサポートがあってこそ、	
	我々は組織の改善に必要な施策を厳格に実行	
	できたのです。」

ティム・チューダー、ECU Worldwide CEO
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